
一 

次
の 

 
 

 
 

の
中
の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
って
、
作
家
に
な
った
つ
も
り
で
、
登
山
家
の
半
生 

を
想
像
し
て
文
章
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
次
の
文
章
に
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

【
各
五
点 

教
師
判
定
】 

（
例
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

（
１
） 

     

（
２
） 

   

組 
 

番

小
学
校
五
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

① 

氏 

名 

  

漢
字
の
広
場 

２ 

／ 

 

10 

登
山
家
の
氏
名
は
、
高
山
の
ぼ
る
と
い
っ
た
。
初
め

て
参
加
し
た
登
山
で
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
登

山
が
か
れ
の
目
標
に
な
っ
た
。 

初
め
て
登
山
に
ち
ょ
う
戦
し
た
と
き
は
、
悪
天
候
の

た
め
頂
上
ま
で
登
れ
ず
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
と
て
も

残
念
だ
っ
た
が
、
二
回
目
の
登
山
に
向
け
て
、
必
死
に

特
訓
を
続
け
た
。 

次
の
登
山
で
は
、
冷
た
い
雨
の
中
、
寒
さ
と
不
安
に

お
そ
わ
れ
た
が
、
彼
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
思
い
出

し
、
必
ず
成
功
さ
せ
る
と
い
う
信
念
で
一
歩
一
歩
進
ん

だ
。 

悪
天
候 

残
念 

失
敗 

 

必
死 

特
訓 

 
      

冷
た
い   

不
安 

苦
労    

信
念 

成
功 

氏
名  

初
め
て 

目
標 

参
加 

自
然 



一 

次
の 

 
 

 
 

の
中
の
言
葉
を
一
回
ず
つ
使
って
、
各
教
科
で
の
学
習
や
学
校
生
活
に
つ
い 

 
 

 
 

 
 

 

し 

て
学
級
日
誌
に
記
録
す
る
よ
う
に
、
文
章
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
各
五
点 

教
師
判
定
】 

 

（
例
）
体
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

（
１
）
給
食 

    

（
２
）
理
科 

   

組 
 

番

小
学
校
五
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

② 

氏 

名 

  

漢
字
の
広
場 

３ 

／ 

 

10 

先
生
の
号
令
に
合
わ
せ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
走
っ

た
。
か
か
っ
た
時
間
を
計
り
、
記
録
し
た
。 

今
日
の
給
食
は
、
焼
き
魚
だ
っ
た
。
給
食
の
こ
ん
だ

て
は
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康
の
た
め
に
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
と
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て
考
え
ら
れ

て
い
る
。 

試
験
管
を
ス
タ
ン
ド
に
固
定
し
て
加
熱
し
た
。
水
の

中
に
入
れ
た
固
体
が
、
変
化
し
て
い
く
様
子
を
観
察
し

た
。 

栄
養 

 

健
康 

焼
き
魚 

塩
分 

試
験
管 

加
熱 

固
定 

 

変
化 

号
令 

 

記
録 

一
周 



一 

次
の
文
中
の 

 
 

 

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
「和
語
」
「漢
語
」
「外
来
語
」の
中
か
ら
選

ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【各
一
点
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（１
） 

「道
路
・混
雑
」な
ど
、
古
く
に
中
国
か
ら
入
り
、
漢
字
を
「
音
」で
読
む
言
葉
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
い
い
ま
す
。 

（２
） 

「人
・夏
休
み
」な
ど
、
も
と
も
と
日
本
に
あ
り
、
漢
字
で
は
「訓
」で
読
む
言
葉
を 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

と
い
い
ま
す
。 

（３
） 

「テ
レ
ビ
・メ
ニ
ュ
ー
」な
ど
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
入
り
、
ふ
つ
う
片
仮
名
で 

書
き
表
す
言
葉
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
い
い
ま
す
。 

 

二 

次
の 

 
 

線
の
言
葉
は
和
語
ま
た
は
漢
語
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
当
て
は
ま
る
方
の 

に
○
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
読
み
方
を
（  
）に
書
き 

 
 

ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【完
答 
各
一
点
】 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（１
） 

木
の
根
本
に
花
を
植
え
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（２
） 

根
本
的
に
な
お
す
こ
と
に
な
った
。   

 
 

 
 

 
 

（３
） 

生
物
な
の
で
、
お
早
め
に
。  

 
 

 
 

 

（４
） 

海
辺
の
生
物
を
調
べ
る
。  

 
 

 
 

 
 

（５
） 

山
の
上
に
風
車
小
屋
が
見
え
る
。  

 
 

（６
） 

弟
に
風
車
を
作
って
あ
げ
る
。  

 
 

 
 

（７
） 

合
宿
の
初
日
に
登
山
を
す
る
。  

  
 

 
 

 
組 

 

番 

 

小
学
校
五
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

③ 

 

氏 

名 

 

   

和
語
・
漢
語
・
外
来
語 

／ 

  

○  ○ ○  ○  漢
語 

 ○   ○  ○ 

和
語 

(  

し
ょ
に
ち 

 
 

 
) 

(  

か
ざ
ぐ
る
ま 

  
) 

(  

ふ
う
し
ゃ 

 
 
 
) 

(  

せ
い
ぶ
つ  

 
 

 
) 

(  

な
ま
も
の 

 
 

 
) 

(  

こ
ん
ぽ
ん 

 
 

 
) 

(  

ね
も
と 

 
 

 
 
) 10 

お
ん

か
た 

漢 

語 

外
来
語

和 

語 



一 

漢
字
の
暗
号
文
を
解
読
し
ま
し
ょ
う
。
●
▲
■
に
は
、
記
号
ご
と
に
同
じ
読
み
方
の
別 

の
漢
字
が
入
り
ま
す
。
●
▲
■
を
漢
字
に
し
て 

 
 

に
書
き
ま
し
ょ
う
。  

（漢
字
辞
典
や
国
語
辞
典
で
調
べ
て
書
い
て
よ
い
。
）  

【完
答
一
点
】 

（１
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

① 

旧
道
ぞ
い
の
児
童
▲
園
の
近
く
に
転
居
す
る
。 

 

② 

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
に
●
▲
し
た
。 

 

③ 

■
▲
に
気
を
つ
け
て
す
ご
す
。 

 

④ 

社
会
の
授
業
で
、
車
の
▲
場
を
■
学
す
る
。 

 

⑤ 

こ
の
電
化
●
品
の
金
額
は
高
い
。 

  

（２
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【完
答
一
点
】 

 

① 

■
友
と
世
界
●
▲
へ
旅
に
出
る
。 

 

② 

山
脈
の
正
●
な
位
▲
を
調
べ
る
。 

 

③ 

ラ
イ
ト
に
■
品
の
電
▲
を
入
れ
る
。 

 

④ 

組
織
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
●
す
る
。 

 

⑤ 

■
行
方
向
に
、
建
築
中
の
家
が
あ
る
。  

 

 
組 

 
 

 
 

番 

 

小
学
校
五
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

④ 

 

氏 

名 

 

   

暗
号
解
読 

／ 

  

10 

公 成
功 

健
康 

工 製 親 確 

見 
覚 進 

各
地 

置 池 

新 



一 

次
の 

 
 

線
の
都
道
府
県
名
を
漢
字
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

【
各
一
点
】 

 
 
 
 
 
 

（ 
鹿
児
島   

） 

（
１
）
桜
島
は
、
か
ご
し
ま
県
に
あ
る
活
火
山
だ
。 

（ 
 

宮
崎 

 
） 

（
２
）
チ
キ
ン
南
蛮
は
み
や
ざ
き
県
で
生
ま
れ
た
料
理
だ
。 

 
 

（ 
 

熊
本 

 

） 

（
３
）
く
ま
も
と
県
は
、
ス
イ
カ
の
生
産
量
が
多
い
県
だ
。 

（ 
 

佐
賀 

 

） 

（
４
）
有
田
焼
は
、
さ
が
県
の
工
芸
品
だ
。 

（ 
 

福
岡 

 

） 

（
５
）
ふ
く
お
か
県
で
、
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
食
べ
る
。 

 
 

（ 
 

香
川 

 

） 
 

（
６
）
か
が
わ
県
の
う
ど
ん
は
、
全
国
的
に
有
名
だ
。 

 
 

（ 
 

新
潟 

 

） 

（
７
）
に
い
が
た
県
は
、
米
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。 

（ 
 

茨
城 

 

） 

（
８
）
水
戸
納
豆
は
、
い
ば
ら
き
県
の
特
産
品
だ
。 

 
 

（ 
 

埼
玉 
 

） 

（
９
）
さ
い
た
ま
県
に
は
、
人
形
づ
く
り
で
有
名
な
ち
い
き
が
あ
る
。 

 

 
  

（ 
 

岐
阜 

 

） 

（
10
）
ぎ
ふ
県
で
は
、
う
か
い
を
見
学
で
き
る
。 

組 
 

番

小
学
校
五
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

⑤

氏 

名 
  

漢
字
の
広
場 

４ 

／ 

 

10 

さ
く
ら
じ
ま 

み 
 

と 

ば
ん 

な
っ 

と
う 

あ
り
た 

や
き 
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